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京都商家の くら し と食一 年中行事 を例 に

Food　and 　lifestyle　of　a　merchant 　family　in　Kyoto− focus　Qn 　annual 　events 一
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Tomlko 　Simazaki

　This　study 　reveals 　the　lifestyle　and 　food　of　coml 皿 c）n　people　 a匸 thc　end 　of　the　Edo 　period．　based　on 　the　descrip −
tion　of　annual 　everlts 　in　tbe　diary　of　a　merchant 　who 　hved　in　Kyoto、　The 　larges匸 event 　of　the 　year 　was 　the　New
Year

’
s　holiday．工t　was 　considered 　important　to　eat 　and 　drink　with 　people 　who 　were 　in　contact 　with 　each 　othcr 　in

evcryday 　life．　Seafood　was 　 abundantly 　provided，　and 　many 　vegetables 　cultivated 　in　the　suburbs 　of 　Kyoto　were 　on

the　menu ．　The　mer ／u　and 　cooking 皿 ethods 　were 　different　between　religious 　events 　a匸 ternp！es 　and 　shrines ．　The
events 　were 　organized 　in　different　ways 　based　on 　the　leveL　of　importance　of　each ，　some 　being　relatively 　formal，
while 　others 　were 　simpler 　or 　approa ¢ hed　more 　casually、

キーワ ード ： 食 と生 活 　food　and 　lifestyle：商家

　 　 　 　 　 period 　 of 　the　 early
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緒 　　言

　江 戸 時代 の 人 び とが 書 き残 し た書類 は，大半公的 な性質

の も の で あ る が ，中 に は 日記な ど もあ る 。日記 に は 日 々 の

行動が 記 さ れ，暮 ら しぶ りを うか が い 知 る こ とが で きる 。

　本研究 は 近 世 後期の 京都 呉服商 人，水 口 屋 清兵衛 の 日記

を解読 し，幕末商家の 生 活 の
一

端 を解明 しよ う とす る もの

で あ る 。 こ の 冂記 は，1838 年か ら 1876 年の 38年 聞の うち，

16年 間 分残存す る 個 人の 日記 で あ る。した が っ て 私 的 な

生 活 記 録 で あ り．日常 の 生 活 と 食が 記 され て い る。私 的 な

記録 な ど は、常 に は ふ す ま の 下張 りに 再利用．あ る い は 反

古 と な っ て しまうで あ ろ う 。 こ の 点か らも清兵衛 日 記は 生

きた町人の 暮 ら しぶ りを書 き残 した もの で あ り，庶 民 史，

生活史の 素材 と して 貴重 な史料 とい える。本報告は年中 行

事 に 焦点 を絞 り，そ の 視 点 か ら商 家 の 生 活 と食 を探 りた い

と思 う。

　年 中 行事 の 食生活 を取 り上 げて い る 先行bft究 『庄屋 日記

に み る江 戸 の 世相 と暮ら し』
1
−
a 

は豪農
・庄 屋 の 暮 ら しで ，

行事食 に つ い て の 献立 例 は 数例記 さ れ て い る 。 「幕末 か ら

明治維新 に おける 食生活 1 」
一

「口 訳　家例年 中行事
一

上町

大場 家
一

』 を 中 心 に
一　L／，

は ，年 中 行 事 の 料 理 献 立 と 食生

活 を 分析 して い る 。

　また，祝儀 不祝儀 の 特別な記録 や，毎 日用事留めの 形

で 種 々 の 贈答習 俗 の 読 み 取 れ る 研究が あ る
3：1

。 江 戸 時代末

期 の 目記 『幕末維新京都町人 日 記
一

高木在中 日記y は 米

商 と質屋 を営 ん だ 町 人 で あ るが ，食 に 関 す る記 述 は極 め て

少な い 。また 「若 山要助 日記』
51

は村役 の 執務 日記 で あ り．

要 助
一

家の 動静 な ど私的 な で き ご と は極力省か れ て い る 。

　本研究 で は 清兵衛 日 記か ら年中行事 に 焦点 を しぼ り，幕

末 の 商家 の 生 活 と食の
一

端 を探 る こ と を 目的 とす る。

研 究方法

　本報告 は清兵衛 日記 を解読 し，年中行事 の 食事記事 な ど

を抽 出し，料理，献立構成 使用 食品頻度 を検討 し，幕末

京都 の 商家 の 食生活を剔 出す る。本報告 は安政 4年 （1857）

分 を取 り上 げ る が，そ れ は 日記 の 内容 が 充 実 して い る こ と

に加 え て ，幕末 の 動 乱 に 入 る 直 前 期 で も あ る か らで あ る 。

　筆者水 口屋清兵衛 （水 口 屋 は 屋号 以 下清兵衛 と す る ）

は 文政 7年 1 月 5 日生 まれ 当年 34歳，家族 は 4 人，妻，娘．

息 子 と他 に 同 居 人 8 人 の 乳 母 と奉公 人 で ある。住 所 は京都

五 条橋通烏丸西 醍醐町，商売は 呉服商 で ある。また 清兵衛

は 本家 か ら暖簾分 けを うけた 筆頭別家で あ り，別家 の ま と

め 役 で あ る
57 −6

。町内で は 年寄役 を担 っ て い る 。

　 こ の 日記 の 形態 は 縦 13cm ．横 34　cm ．毛筆の 筆記 で，

安政 4 年は 111丁か ら な っ て い る。（図 1）

　年中行事 の 範囲 を どの よ うな枠 に くくる か は 民俗学 に お

い て も
一

様 で は ない が，参考 に した もの は 「年中行事 の 語

録 」
呂
一
a ）

，「年 中 行事 の 地 域 性 と 社会性」
9〕

で あ る。

　ま た 年 中 行 事 は多くの 視 点 か ら の 研 究 が あ り，参 考 に し

た
7−b18 −°ユ゜1コ ーal2 −a’，

。 本稿 は 年 中行事 を取 り上 げる が ，す で

に 人生 儀礼拐産 につ い て は 報告 して い る
13〕

。

’
女子栄養 大学

　 （Kagawa 　N し1trition 　U ロiversL匸y）

旨
連絡 先　女 r一栄養大学栄 養学部 　〒 170 −8481

　 　 　 　 東 京 都豊 島区駒 込 3−24−3
　 　 　 　 TELO3 〔3575）2726　FAXO3 〔3576〕2726

結果及 び考 察

　清兵衛 ［ユ記 に 記 され て い る 年 中行事を，生 業 と暦 に もと

つ く年中行事 と，信仰 に も とつ く寺
・
神社 に 関す る 年中行

事 の 2 つ に分 類 し表 1 に ま とめ た 。

1、　生業と暦 に も と つ く年中行事

　暦 に も とつ く行事の 中で ，iE月は 特 に 大 きな行事 と な っ
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　　 図 1．　 『水 L「屋清兵衛 凵記』安政 4 年 〔1857） 年正 月七 日
・八 目

　　 　 　　 　 　　表 1．清兵衛 日記 にみ る年 中行 事

月　 H　　　　　　 生 業関 係 　　　　　　　　　 寺 ・
神社 関係

　 元．日．一・・14 日

　 　 　 　 14 日

　 　 　 　 23 凵

　 　 　 　 25 日

2 月　　 12 凵

3 月　　 18 日

4 月　 　 13 日

6 月　 　 3 日

7 月 14−一・16 日

　 　 17−・18 凵

8 月　 　 　5 日

　 　 　 　 17 日

　 　 　 　 19 凵

　 　 　 　 29 日

9 月　 　 9 日

10 月　　 　 3 日

　 　 　 　 10 日

　 　 　 　 12 日

　 　 　 　 15 凵

　 　 　 　 16 日

　 　 　 　 20 日

ll 月　 　 7 日

　 　 13〜14 日

　 　 　 　 16 日

　 　 　 　 25 日

　 　 27〜28 日

’
　　 　 15 日

　 　 2e− 22 日

　 　 　 　 20 日

　 　 　 　 24 日

正 月

節分 　小正 月

祇 園

盆

代呂物付替

彼 岸

雷帳置．ピケ

　 　 〃

重 陽 の 節 句

甲子天赦 ・火焚

冬至

新嘗祭

町 内稲荷 講御火焚

通帳閉め

大掃除

代 呂 物 勘 定

代呂物付替

節分

餅搗

二 十三 夜待

稲 荷 箱 渡 し

稲荷初午参 り

稲荷神事

明神講

報 恩 講 （香 勘 ＝香 具 屋 勘 ○ （⊃の 略 ）

亥の 子

蛭子 講

十夜 講 〔玉甚＝玉 屋 甚兵 衛〕

亥 の 子

蛭子 講御炙頂戴

3 月 3 日 の 記述 は な し　5 月 5 日 は 本 家忌 中 につ き初 節句祝 執 り行 なわ ない

（245）
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て お り，元旦 か ら小 正 月 の 14 日 頃 を ま と め て 扱 い ，次 に 盆

彼岸，そ の 他 の 行事 とす る 。

1）　正月 の 暮 らしと食

　「止 月と食生活」 と して，元 旦 か ら 14 日 ま で の 状 況 と料

理 の 献立 構成を 表 2 に 示 した 。 　 元 旦 か ら小正 月の 14 日

頃 ま で は，日常 と は 異 な っ た 生 活が うか が え る c、正 月の 行

事 は 行事 を通 して 人 と 人 との つ な が りの 再 認 識 再 確 認 の

機 会 と もな っ て い る。そ れ は 飲 食 を共 に す る こ と で，そ の

意義 を果 た して い る c

　元旦 は 男奉公入 と祝 い 膳 を囲 み，2 日は儀式的な仕事始

め の 棚卸 しを行 い ．5 日 に は 帳簿整理 の 作業をし，実質仕

事 をした後，夕食を全 員 で と っ て い る 。 7F’

［は 七 日正 月，

8 目 は鏡 開 き，9 目 は 節分 ，そ の 後 の 14 「Tまで は 出入 りの

者 の 挨 拶 や ．親 戚 との 顔 合 わ せ な どで 明 け暮 れ て い る。

　  元 旦

　例年 の 通 り増煮餅 とあ る 。 こ の 祝 い 膳 は 奉公人 の 男 4 人

と共 に 食 して い る。増煮は 白み そ 仕立 て で あ り、頭 芋，小

芋 ，大根 ，花 が つ お を 添 え て い る。向付 と して ご まめ ，数

の 子 の 二 種肴で あ る。上 記 の 儀礼的 な 献立 に 「ひ ぜ ん に て

稟餅 だ ん ご 沢 山仕 也 」 とあ る ，肥 前 の 食器 で 粟餅 と だ ん ご

が 若 い 者 に 充分 に 振舞 わ れ た の で あ ろ う．

　昼，清兵衛の 食 した もの は 汁 と焼 物 の 小 鯛 片身 と あ り，

半身を 残 して い る 。 さ らに 稲穂 と ゆ ず り葉が添 え られ る の

も正 月か ざりで あ る 。残 し た 鯛半身は 翌 目 に 食 して い る 。

　 日暮に は，別家 3人 が 清兵 衛宅 に て飲 酒 を共 に して い る。

料 理 は
一

汁 三 菜の 献 立 で あ る。取肴
．
左 II

，組重
註 2．

，初肴
．
，

吸 物 で あっ た 。 当時 の 商家で は．封建制 の 身分秩序が奉公

人制度 の 中 に あ り
1生1

そ の 上
．
ド関係 は，絶対的権 威を振 う

と い う封 建 的 な 身分 秩 序 が あ っ た と い う
ISIi
。こ の よ うな 時

代 背 景 の 中 で 、元 旦 の 朝 は ，主 人 と奉 公 人 が 一緒 に，とい

う新 た ま っ た 食事 をす る こ と に 意義 が あ っ た と推察 され

る 。

　   2 日

　朝 は 咋 日 と同 じ増煮餅 で 、昼時は 棒鱈 の 汁 と薄雪 （とろ

ろ こ ん ぶ ）焼物 は鯛 の 跡 半分 と あ る。さ らに 鱈 の 値が 今年

は 高い と食品価 格 の 動向 も記 し て い る 。

　 2 日 は仕事始 め と して 棚卸 しを 行 っ て い る。別家 の 2 人

が 手伝 い に来 て お り，手み や げに 持参 した もの は 干 瓜 ．菓

子 な どの 食品で あ る，こ の 日，妻 の 実家の 挨拶 に持参 した

品 も 食品や 料 理 で あ っ た。あ る 町 内 仲間 の 挨拶 に も，干菓

子
一

包 と記 して い る 。

　   5 日

　「大福帳置 上 げ」が あ り，い わ ゆ る帳簿整 理 の 仕事を別

家 が 集 ま り行 な う。作業終 了 後 に，
一

汁五 菜 の 新年 の 振 舞

表 2．　 正 月 と 食生 活 〔元 旦
一14 日：：

時 場所 状 況 料 理 の 献 立 構成 と特徴

元旦．朝 　 　自宅 　 　新 年 　家族 と奉公 人

昼 　 　自宅

　 夕　 　自宅

2 日朝　 　自宅

　 昼 　 　自宅

5 口

6 日

新年 の 挨拶 〔別家 3 人）

別家 と して の 挨 拶 が 恒 測

手 み や げ持 参

　 　 　 妻 実 家へ挨 拶 　（女 中
・
蜘

自宅 　　清兵 衛 ・
別 家

　 　 　 「大 福 帳置．ヒげ」 の 仕 事 初 め

　 　 　 の 作業 の 後．共 食

本家　　清兵衛 を含 む別 家 の 当 主

　 　 　 1大 福 帳置 Lげ一の 仕 事初 め

　　　 の 作 業後，共 食

7 凵朝　 　自宅

　 昼 　 　自宅

8 日　 町 内 会所

9 日　 　自宅

1・t 日　 親 戚宅

町 内 会 の 鏡 開 き

酒 と肴追加差 し入 れ

節 分

年 酒　妻 の 実 家

増 煮 餅
・
向 付 （ご まめ 　 数 の 子 1　 粟 餅

増煮　 自み そ仕立 　頭芋 ・小芋 ・花か つ お

器　肥 前
一

汁
一

菜

汁 〔蛤 ・胡椒 〕 焼物 〔鯛 にい わ し をの せ た もの 　鯛 片
．
身残す〕

手后穂 と ゆ
一
ヂり葉

酒 ・一汁三 菜

　 取 肴 （い た ・上 子
・
み か ん ｝ 組 重 U こ しめ ） 初 肴

．
（ぶ ザ 畑 菜 ）　 1吸 物 （蛤）

±曽煮餅

汁 〔棒鱈 ・薄雪）　 焼 物 （鯛　昨 日 残 した もの 〕

持 参 した もの 　有平 糖
．・ご ま め

・
か ず の こ ・

か や
・
か ち栗

一汁五 菜

　組重 ・
取 淆

．
（い た ・た こ ・み か ん ） 鉄 砲あへ 〔ね ぎ・く じ ら 〕 初肴 ：：い な

・か ぶ ら ）

　吸 物 （自み そ
・
鱧

・
大 根） 大平 皿 〔赤 み そ

一
鮒

・
あ ら） 作 り身 〔鮒

・
子 付）

汁 含 め て 五菜

　組重 ・
取肴 （い た

・玉子
・くわ ひ）　 初肴 （ぶ り・畑菜）　 吸物 （塩 ぐじ

・薄雪）

　付焼 〔い な ｝ 作 り身 （ぶ りこ ・大 こ ん ）

福わ か し 増煮 ・七 学：が ゆ 餅
・
牛蒡 ・数 の 子

．li．．．菜
　 み そ 汁 1：畑 菜 ）　焼 物 （い わ し）

酒
・
取 肴 5種 〔牛 蒡 ・数の 子

・ご まめ ・釣 貝 ・う巻モ 子）

酒 ・吸 物 〔鶴〕　 残 り物 い ろ い ろ

．1［．五 菜

　組重 ：：す し） 取肴 〔海老 ・もろ こ ・生 貝 ・栗甘煮 ・うと〕　 吸物 （赤 み そ ・ふ な）

　初肴 〔ぶ りこ ・せ ん まい ） 大 平 皿 （鴨
・
畑 菜〕 作 り身 〔ふ な

・
み か ん ｝
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が さ れ て い る。6 日 に は 本家 の 大福帳置 上 げが あ り．清兵

衛 ら別家仲間が 行い ，や は り食事が 振舞わ れ て い る。こ の

行事 は 仕事初 め の 儀礼的要素 を持つ もの で あ り，恒例 の 本

家 別家 の 身分関係 の 確認 と もい うべ き行事 で あ ろ う と考

えられ る。

　   7 日

　朝 は 福 わ か し増 煮 で 七 草 と餅 が 人 っ て い る。他 の 菜 は 午

房 と数 の 子で あ る。昼 時 に は畑菜 の み そ 汁，い わ しの 焼物

で あ っ た 。

　   8 日

　町 内の 鏡 開 きが あ り，町 内会 の 初顔合 わせ で もあ る、料

理 は取肴 5 種 で あ っ た が，酒 と肴が 足 りなか っ た ら し く，

途 中 で 清 兵衛 は 酒 1 升 と料理 鉢 1杯 届 け させ て い る。

　   9 日

　節分 で 恵方参 りに清兵衛 は 北 野 天 満宮 へ 行 く。 日暮 に福

わ 内を行 い ，晩 に鶴 の 吸 物 と外 に 残物 い ろ い ろ で 酒を呑 ん

で い る。当時，庶 民 は鶴 を捕獲 す る こ とが 禁止 され て い た

の で ，従来な らば 鶴 を 食 し た こ と は 記 さ な か っ た で あ ろ う。

　  ll 日

　 御所 の 侍 が 花 び ら餅 と御所 豆 持参 で 挨拶 に 来 る 。清兵衛

は身分 を越 えて ，侍との 交際が あ っ た。また こ の 日，大塚

家 糀 屋 （呼 び すて に して い る ）が 「昼 前 に参 り」 と 日 頃

出入 りの 者の 来訪 を記 し，酒 と一
汁 三 菜 の 料理 を供 して い

る。他 に 「昼飯 二 ぜ ん 出 し」 とあ る の で 酒の 後 に飯 も供 し

て い る。14 日 に も 別 の こ の よ う な 例 が み られ 、同 様 の 接

待 を して い る。

　 地 域町人仲間の つ きあ い で は，町役 で あ り能な どの 趣味

仲間宅 に ふ らりと 出かけて 飲食の 接待を受けて い る 。 地域

の 趣味仲間の 交際 で あ る 。 清兵衛 は 鱧 の 付焼な ど一
汁三 菜

をご ちそ うに な っ て お り，手 み や げ に は近江蕪 の 千枚漬 を

持参 して い る。

　   14 囗

　新年会 と して 清兵衛 は 妻実家宅へ ，親戚筋 の 者 と招 か れ

た．料理 は
一

汁五 菜 の 献 立 で あ る。組 重，取肴，吸 物，初

肴
．
，作り身，大平 皿 。 大平皿 の 鴨は鴨 じゃ じ ゃ と記 さ れ て

い る が，鴨 の 脂で 炒 りつ ける 料理 の 形容 で あ ろ う。

　 組重 の す しは 何 の す しか 記 し て い ない が 押 しず し と推察

す る。す しの 記 述 は 限 定 して お り．鮒 な れ ず し，鯖 ず し，

巻 きず し，に ぎ りず しな どが み られ る。こ の 時代 に は こ け

らず しな ど の 押 しず しが一
般的 で あ っ た と考 え られ る 。 『名

飯部類』（1802）刊 に は，まだ に ぎりず しの 記載 は ない
16）

。

　 正月の 食事 をま とめ て み る と，元旦は白味噌仕立 て の 雑

煮で あ り，祝 い 肴 は 2種，縁起物 の 食べ 物 を揃 えて い る。

仕 事 始 め の 料 理 は
一

汁 五 菜，食品数 は 10〜11品 を 数 え，

行事 と して 重 き を 置 い て い る とい え る 。 親戚 の 新年会 に 招

待 さ れ た食事 も
一

汁五 菜．食品数 は 13品使 わ れ て い る。

正月 の 料理 に 使 わ れ た 食 品 と そ の 頻 度 を表 3 に示 す。魚介

鳥肉類 は 22種類 と清兵衛 を取 り巻 く食品 の 種類 は 豊富 で

表 3． 正 月元 旦 か ら 14 日ま で の 献 立 中 の 食品 出現 頻 度

　　 〔献 立 数15 回）
皿n…

食品名 自宅 他 家 食 品名 自宅 他 家

卵 6 ホ リ カ ワ ゴ ボ ウ ユ

カ ズ ノ コ 3
　　1
ユ リ 不 1

フ ナ 32 ウ ド 1

カキ 31 ゼ ン マ イ ／

ツ リ ガ イ 3 ハ タ ケ ナ 21
ハ ナ ガ ツ オ

ハ マ グ リ

22 野
菜
類

ゴボ ウ

ダ イコ ン

24

ゴ マ メ 2 コ ン ブ 1

タ イ 2 ウス ユ キ 1

色 イ ワ シ 2 ミカ ン 41r噛1｝
介
鳥

ブ リ 22 カ シ ラ イモ 2

肉 ホ ウ ボ ウ 1 コ イ モ 1
類 カマ ボ コ 1

ウ ナ ギ 1
ハ モ 1

ス ル メ 1
シ オ グ ジ 1

ク イ ナ ド リ 1

エ ビ 1

ア ワ ビ 1
カ モ 1

モ ロ コ 1

あ る とい えよ う。正月 に 欠かせ ない 縁起物 の 数 の 子，ご ま

め な ど も記 さ れ て い る。また 季 節の も の の 鮒 牡 蠣 ，鰤 が

4〜5 回，鳥類 で は 鴨，くい な ど りが あ る。ま た 鱧 が 使 わ

れ て い る が．1 月 の 鱧 の 使用例 が 他 に 7 回あ り，冬 で も京

都 で は 鱧 を食 して い る 事が うかがえ る 。 野菜類 は 12 種類

で 堀川 ご ぼ うな ど京都地 の もの がみ られ る 。 また．正月行

事を意識 した 頭芋，小芋 などが あ る。

　正 月 は 生 活 に け じめ を つ け る とい う，食 を通 して あ らた

め て 意識す る こ とに なろ う。行事 は 同族 の きず な を 確認す

る 機会 と もな っ て い る と考 え られ る 。 元 旦，2 日 は ，生 業

を支 える奉公 人 と共 に飲 食を し，ま た 本 家 に お ける 別 家 と

の 共同飲食に も．同様 に一
族 の きず な を再確認す る 場 と も

なっ て い る 。また，親戚 や 町内会 で の それ も，親戚 の 、あ

る い は 地域社会 の つ な が りを共食す る こ と に よ っ て ，深 め

る こ と に な っ て い る とい え よ う。

2） 盆
・
彼岸

　  盆

　盆 は 1 年 の 折 り返 しの 時期 で あ り，先祖 の 供養 の 行事 で

はあ る が，生活 に け じめ をつ ける とい う点 に お い て は，正

月 と並 ぶ もの で あ る。盆 行事 と供 え物 は表 4 に示 す。

　清兵衛 の 盆 中の 食事 は お 供 え と 同 じ精進 献立 で あ る。ま

た 盆中 に 配 っ た 牡丹餅 の 返礼 に は，それ ぞ れ 干菓子 な ど を

持参 し て挨拶に 来 て い る．お 盆供養 は，先祖供養 と他 の お

隶 来様 と称 さ れ る精霊 送 りも合せ て 行 な っ て い る こ とが う

か が え る 。 こ の 節奉公入も自宅 に 帰 る こ と を 許 さ れ て い る 。
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　  彼岸会
ll−b｝

　盆 と並 ぶ 先祖 の 供養 で あ り，清兵衛 は 菩提寺で あ る大泉

寺 へ ，例年通 り白あえを寄進 して い る。表 5 に彼岸の 寄進

品 と供 養 を 示す 。

　「寺 よ り昼 飯志出ル ．」 と あ り．清兵衛 は一
汁三 菜 の 精進

献立 を供 され た 。 清兵衛 は菩提寺 で あ る大泉寺を，檀家 と

して 経済的 に も支 えて お り，目頃 か ら行 き来 が 少 な くな い 。

3） 正 月 ，盆，彼岸以 外の 暦 に も とつ く年中行事

　年中行事の 正 月，盆，彼岸 の 他 に ，京都 地 域 特有 の 行事

に，祇園祭，甲子 天 赦
7−C）

，火焚 な どが あ る 。 こ の 他 に は，

重陽 の 節句，冬 至，新嘗祭．節分 な どが 記 さ れ て い る。

正 月 15 日以 後暦 と生 業 に もとつ く年中行事を表 6 に 示す 。

　   祇園祭

　 6 月 3 日は 祇園祭 で ，京都 の 人 に と っ て は 大 きな行事 と

思われ る が，細か い 記述 は記 されて い ない 。6 月 7 日，娘

は下 女 を連 れ て ，山 鉾 の 行 列 を お 弁 当持 っ て 観 に 出 か け る。

弁当 は赤 飯 と二 菜 で ，下 女 は赤飯 と一
菜 で あ っ た。

　 ［司日，清兵衛 は 町内 の 者 と 自宅 で 酒を飲 ん だ 。 奉公人が

1 人家 に 残 っ て い たが
一

緒 に は 飲 まなか っ た と 記 して い

る。酒 の 肴 は 4 種 で あ る 。 そ の うちの 茶 わ ん む しは，鱧 と

鰻の 入 っ た もの で ．玉 ．
子だ しは 入 っ て い な い 蒸 し物

註 5：1
で

あ ろ う。

　  9 月 9 日

　重陽 の 節句 の 文字 は 記 して は い な い が ，年中行事 と して

意 識 して い る こ とが うか が え る。小 豆 飯 と
一

菜 用 意 さ れ て

い る 。 親戚宅 へ ふ ら りと出 か け，酒．肴で 御馳走 に な っ て

い る。肴 は 4 品で あ る 。 夕方 は別家の 3 人 と 自宅 で 飲 ん で

表 4．盆行事 と供 え物

月　 口 盆 行事 供 物 の 献 立 内容

7 月 7 日

　 ユ1 凵

　 13 日

　 14 日

15 日

七 日盆

施 餓 鬼

精霊 迎 え

牡丹 餅配 り

　供物 ：朝，

　 　　 昼，

　 　　夕，
供 物 ：朝．

　昼，
三 時 ，
　 夕．

／6 凵　 　　 供物 ：朝 ，
　 　 　 　精 霊 送 り

墓掃除又は 墓参 り

大 泉 寺 に て 勤 め る

経木塔波 を墓又 は仏 壇に 祀 る

（別 家 ・親戚）

牡丹餅 （註 3），そ ば，した 地

平皿 　玉 子 ゆ ば，椎茸、小 芋

膾 皿 　ず い きな ます

漬物　 奈良漬

御茶湯

汁 　か も瓜

平 皿 　か も瓜 　白み そ

漬物 　茄子 の 漬物

そ うめ ん

水花 （す い か ）

白む し （もち米 の 白蒸 し）

に しめ　高野豆 腐　干瓢

八 ぱ い 汁

鐘 楼流 し

表 5．彼岸の 寄進品 と供養

月　 日

8月 5 日　 　 清兵衛寄進

寺 よ り

白豆 腐 　5丁

こ ん に g・く白あ え

八幡 （E主4）2丁 、明 か とう，菊 らけ

汁 赤 み そ 猪 口 人 参 した し

大平　か も瓜 　上 豆 腐 腸 げ豆 腐）

に しめ

表 6、　 暦 に もとつ く年 中行事 と食生 活 （／ 月 15 日
〜12 月）

時 場 所 状 　 　況 料 理 の 献 立構成 と特 徴

6 月 7 日 「［．「鉾見物　祇園祭

　 　　 　 娘 と下 女 で 出か ける

　 自宅 　 　町内 の 友人 との 二 人で 飲食す る

9 月 9 日朝 　 　自宅 　 重陽 の 節句

親戚宅 　 ふ ら りと 出か けて ご ちそ う に な る

夕 　 　自宅 　 　別 家 3 入 と飲 食

／1 月 7 日夕

ll月 8 日

11月 ／3日

12月 201ヨ

自宅 　 　 冬 至

　 　　 行事 に 関 わ る記 述 な し

　 　　 火焚

　 　　 町内大神 宮御 火焚出動す

自宅　　新嘗祭　町内で 火の 用心 見廻 りし

　 　 　 た が 共 食 な し

自宅　 　節分年越

義弟 〔妻の 弟〕 と共飲食

お 弁当 娘 赤飯 と二 菜 下 女 赤 飯 と一菜

酒 ・肴
　 は も と き ゅ う りの 酢 の 物 ・は もわ た と丁字 麩 ・冷 や っ こ ・

茶碗 む し

小豆飯 ・一菜

　鯖 ・大根

酒
・
四 菜

　 は も
・
松 茸 ・

ひ る と水 な の お 浸 し
・作 り身 （鯖 ）

食材 は 季節の 旬の もの が 出て い る

酒
・一汁

一
菜

　吸物 （は も
・
松茸〉　す し （鯖ず し）

酒 ・三 菜

　黒豆 ・
ぼ ら ・大根 ・

にん じん した し

共食 して い る が そ の 内容の 記載 は ない

酒
・一

菜

　水 な
・
鯨 い りか ら

町内稲荷 明神 様へ 膳 を奉能
一

汁二 菜

　汁 〔白 み そ 仕立 〉 飯 〔麦 飯 ） 大平 皿［ （い か ） 焼 物 （い わ し）

酒
・
吸 物 （鶴 ）・三 菜　鮒昆布巻，か らす 貝 ・つ ぐみ付焼 き ・赤 貝酢 の 物
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い る 。 肴
．
は鯖ず し．吸物 で あ る 。

　  甲子天赦

　京都で は 甲子 の 日 に飾 りか まどを新調す る 風習があ り，

清 兵 衛 も新調 して い る。夕 方，大 工 と左 官 職 人 2人 に 酒 と

肴 を振舞 っ て い る 。

　  冬至

　冬 至 に は 特別の 行事食記載 は ない が，3種 の 肴 で 酒 を飲

ん で い る。肴の 「に ん じん した し」は葉 に ん じん の した し

と推 測 さ れ る
講 1

。

　  火焚

　 11 月 8 日京都 は 年中行事 で あ り，町内 で 共食 し て い る

が，そ の 献立 ・料理 は 記 され て い な い 。他 に火焚 の 記事 は

「町 内大神宮 御火焚出勤 す 」「お み ね 様火焚 に付 酒 壱升遣 す 」

と個 人 の もの もあ る。

　   新嘗祭

　 ll 月 13 日 こ の 祭祀 は 宮廷 の もの で あ る が ，町 内の 火 の

用 心 の 喚起 の た め 火 の 廻 りの 習 「貫に して い る よ うで あ る。

晩 に 清兵衛 は鯨 い りが ら と水菜で 酒 を飲 ん で い る。

　  節分

　 12 月 20 日　 節分年越 の 日，清兵衛 は 町内の 稲荷明神様

お供 えの 御膳番だ っ た 。 料理献立は家内中同 じで，昼食 に

麦飯 と 白み そ 汁，焼物 に は い わ し を食 した。こ の 日記 に は

麦 飯 と 明 記 した もの は 節 分 以 外 に は 見 当 た ら な い 。夕 暮 れ

に 福 わ 内 を し，歳 取 り儀 礼 を す る 。義 弟 が 夕 方 参 っ た の で

酒を出した 。 汁 は 鶴の 吸物，肴 は 四 菜 で あ る 。

4）　 生業 に もとつ く年中行事

　生業 に もとつ く年 中行事 をまとめ て表 7 に示 した。

　商家で は 商品 の 値札 の 付替 棚卸 しや 通 帳閉め な どは 年

2 回行 う年中行事で あ る 。 こ の 時期 は ，帳簿，在庫品の 点

検 な どの 作業 を行 な う。こ の 作業は 本家，分家 の 共岡 作業

で あ り，商家 と して の 最大 の 行事 とい え る 。 こ れ に 続 い て

大掃除，餅搗 きで 暮 の 作業 は しめ くくられる。

　  番 帳 置 上 げ

　番帳置上 ケ は 8月 19 日，清 兵 衛 が 病 気 で あ っ た た め，「延

引仕候尤是内計 り」
if　7／

また 8 月 29 日 に も 「晩 二 番帳置 上

ケ 仕候」 と あ り，2 日 間 に 渡 っ て 行なわ れ，こ の 時 は一
汁

三 菜が振舞わ れ たが ，そ ば を京都 で 食 されて い る 点 に 注 目

し た い 。『近世 風俗志』
L7 ／

喜 田 川 守貞 に よ る と 「京坂 は 饂

飩 を好む 人 多く．ま た 売 る家もこ れ を専ら と し云 々 」とあ

り，ま た 同書 で そ ば は 江戸 で 好 まれ て い る こ と も記 して い

る。

　通 い 帳 閉 め　ll月 25 日 に 別 家が 参 り，奉 公 人 と共 に
一

汁三 菜が 振舞わ れ て い る 。 大鯛を初肴 と吸物に 使 い わ け て

い る と思 わ れ る 。

　 商家 の 本家 の 棚卸 しや 商品 の 値 の 付替え な ど 大作業 に

は ，別 家 が 参加 す る慣 わ しが あ り，食事 も振 舞 わ れ て い る。

　  大掃除
1　sI

　清兵衛宅 で は ll 月 27 日，28 日と大掃除 を す る 。 娘 は 妻

実家へ 掃除 の た め に 泊 りがけで 手伝 い に 行 く。 清兵衛宅 の

夕食は，一
汁 二 菜，家内

一
同で 食 して い るが，別家か ら到

来物 の 川 ざこ を高 野 豆腐 と炊 き合わせ て 使 っ て い る。汁 に

く じ らが 使 用 さ れ て い る が ，先 の 世 田 ヶ 谷 領 代官大場 家

讃岐 で の 煤 払 い ，正 月，節 分，年越 しの 時 に も く じ らの 汁

の 例が報告 され て い る の で ，広地域 で くじらが 使われ て い

た と思 われる 。

　  餅搗

　12 月 24 日は 餅搗を し，本家や 同別家へ 餅配 り して い る。

餅配 りは 恒例の 習［貫で は ある が．ご く親 しい 者は 互 い に 届

表 7， 生 業 に もとつ く年 中行事 と食生 活

時 場 所 状 　 　 況 料 理 の 献 立構 成 と特 徴

8 月 19 日

　 　 夕

8 月 29 日

　 　 　 夕

11月 25 日

　 　 　 夕

ll　月　27．28　［ヨ

夕

　 12 月 15 日

〜20．21，22　日

自宅　番帳置上 げ

　 　 7 月 に 行 うべ きもの で あ っ た が 清 兵 衛

　 　 病 気 で 引 きの ば しに な っ て い た c

　 　 作 業 終 了後 ．家 族 と奉公 人 の み の 共 食

自宅　番 帳置上 げ

　 　 家 族 と奉公 人　作業後共 食

自宅 　通 い 帳 閉 め

　 　 店の 奉 公人 と別家二 人

　 　 作 業後共食

自宅 　大掃除 　家族 と奉公 人

自宅　　代呂物f牛替

家内全員，　作 業後の 食事

一汁三 菜

　吸物 （は も ・松茸） 荒み そ こ ん に ゃ く
・
棒鱈 ・さ や 豆

一
汁三 菜

　吸物 （は も ・松茸） 生 ぶ し・そ ば　 した し （松 茸 ・は も）　 さや豆

一
汁 三 菜

　吸物 （白み そ
・鯛 ・豆腐〕 作 り身 （ぶ りこ ・大根お ろ し〉　 肴 2種

一
汁二 菜

　汁 （自み そ
・
大根

・
く じ ら） 膾 （大根

・
か つ お ） 焼 物 （捧鱈）

酒
・
三菜

　 川ざ こ ・高野豆腐　 い な ・かぶ ら　 鉄砲あ え 〔くじら ・ね ぎ） 柿

酒 ・二 菜

　鮒 昆布巻 　近 江蕪 あ ん か け

21 口夕 　酒 ・二 菜

　 　 　 　 鯛 ・あ ら
・豆 腐

22 日夕　 酒 ・吸物 ・肴 3 種

　 　 　 　 1吸物 （赤み そ）　 赤貝　 か らす貝　王 餘 （カ レ イ）
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け な い こ とを申 し合 わ せ て い る。餅は ど こ の 家で も搗 く こ

と を 知 りなが ら、本 家 別 家，親戚 町 内 会 な ど，恒 例 の

互 酬習慣 が 止 め ら れ な い 。 暮 は 商家 に と っ て は 商売上 の 区

切 りで もあ り，奉公 人 ともど も多忙 で 省略 した い 習 慣 もあ

っ た と思 わ れ る。

　  代呂物付替 （し ろ もの つ けか え ）

　 12 月 15，20〜22 日 は 代呂物付 替 で あ る。初 日 の 20 日

は 節 分 の 献立 だ っ た が ．21 日 は 二 菜，22 日 は．酒，吸物，

肴 3種 で奉 公 人
一

同 に振 舞わ れ て い る。

　暦 と生 業 に か か わ る行事食 に お い て ，献立 構成 は
一

汁 二

〜三 菜 の 構成が 多 い
。

2．　 信仰 に もとづ 〈寺 ・神社 に 関係 する年中行事

　信仰 に 基づ く行事 は 数多 く，またそ の 扱 い 方 に ぱ 軽重 の

差 異 が 見 出 せ る。敬 重 に 取 り行 わ れ て い る もの に，明 神

講
詔 ．報 恩 講

ffl°）

，十 夜 詩
ロ

聚 じ ゅ うや こ う）が あ る，ま

た，本来 の 信仰行事 と して の 意味 は失わ れ、娯楽的：要素を

含 む もの に は．猪 の 子．十 日夜講
芒 1
靴 とうか ん や こ う）．

廿三 夜講
S−C ：，蛭 子 講

．．三 尸3 〕

（え び す こ う〉 な ど こ れ らは，町

内仲間，あ る い は 商売仲間 ．縁者との 相互 の 交流 の 場と し

て の 意味合い が 強い 。ま た，信仰 に 名 を借 りた 遊 楽性 を帯

び た 物 見遊 山 もあ る 。 信仰 ・娯楽的要素 を含 む 寺 ・神社 関

係 の 年 中行事を表 8 に まと め 料理 の 献 立 構成 と 特徴 を示 し

た。

1）　信仰 に もとつ い て 行わ れ た 年中行事

　   明神講

　清兵衛 は 例 年 2 月 に 催す べ きと こ ろ．事情 が あ り，4 月

13 口 に取 り行 な う こ と に な っ た と記 して い る。

　献立 は か なりの 振舞 の 二 汁五 菜 で あ り，特 に 季節 の 旬 の

じ ゅ ん さい ．ふ き，うど な どが 使 わ れ て い る 。 汁 に 鮒 が 使

わ れ．す し は握 りす しが記 され て い る 。 前述 した ように握

りず しは当時江 戸 か ら京都に 伝わ っ て い た こ とが うか が え

る。ま た大平皿 に い ち ご上 ヶ
詛 61

が み ら れ る 。 明神講 と称

して 会を催す場合 かな りの 振舞 い をす る よ うで あ り，こ

の 時 に 招 か れ た 町 内の 客 1 人 は 清 兵衛 を 同 程度の 振 舞 い 返

礼 を して い る 。

　  神事

　神事 と称 して 記 され て い る もの は い くつ か み られ る 。神

事 は 内神様 を祀 り，友 人 ・知 人 を招 い て 会 食 をす る慣 わ し

で あ る．

　4 月 9 凵　 神事宵宮 （前夜 ），趣味仲間宅へ 招待 され た 。

料理 は 小鯛 の 味噌漬 1 疋つ つ ，吸物 は鯛 とみ る，と記 され

て い る 。 み る はみ るが い の 場合 もあ る が，鯛 との 組み 合 わ

せ で もあ り海草 の ，み る で あ ろ う。吸 物 で は，動物性 蛋 白

質の もの が 1種 と．野 菜 か 又 は 海草が 1 種，ま た は野 菜 と

海草 を 合 わ せ て 記 さ れ て い る ．動物性蛋白質が 2 種使 わ れ

て い て，そ の 他 に 何 も記 され て い ない 吸物 は 見当 た ら ない 。

また み る が い の 場合 は み る く い と称す る こ と が 多か っ

た
IS−21’

。焼 物 は 鯛 の 木 の 芽 焼 き、ま た 鯖 ず し と作 り身は 鯛

と ます で ある 。

　本年 の 神事 は 清兵衛 宅 で は 本家の 忌中の た め ，執 り行 わ

な い 予 定で あ っ た が ，親戚 が 突然 や っ て きた た め ，
一

汁二

菜 の 献 立 を用 意す る。み そ 汁 に 膾 と 平皿 の 煮物 で あ っ た が

この 客 両 人 に は さ らに 焼 物 の ぼ らが つ け られ た 。 習慣化 し

て い る 行事 は 家 の 行事で あれ，なか なか 止 め る こ とは 難 し

く，止 め た こ と を知 らず に 来 る 客が い て 急遽振舞 わ なけれ

ば な ら な か っ た。た だ 神事 は 簡略化 の 傾 向が み ら れ，例 え

ば 商売 仲 間 よ り 「鱧 1本 到 来 」 ま た 「赤 飯 到 来 」 あ る い は

「鯖す し一
本到 来」 な ど神事祝 が 記 され て い る 。 こ の 事は

簡略 に ．形式的 に 済 ませ て い る 表れ で あ る 。

表 8． 信 仰
・
娯 楽 的 要素 を含 む寺

・
神 社 関係 年 中行 事

時 場 所 状 　　況 料理の 献立 構成 と特徴

4 月 13 日　 自宅 　 明神講

8 月 17 日

／0月 IQ 凵

　 　 　 町 内氏子仲 間 4 人，義弟 （妻 の 弟）

　 　 　 魚介類の 豊 富な振 舞

実家　 報恩 講 （十夜 講）

　 　 　 親 戚 ・縁 者 ・町 内 の
一

部

自宅 　 亥の 子
・十 日夜

自宅 　 蛭 子 講 と して の 共食 な し　 品物 を贈 る

　 　 　 家族 と奉公 入

　 　 　 夕 　 自宅 　 蛭 子 講 の 行 事で は な く，菊 見 会 に 本 家
・

　 　 　 　 　 　 　 　 別 家 ・親戚な ど 6 名 を招 待

正 月23 日　 自宅 　 二 1．三 夜待 ち

　 　 　 　 　 　 　 　
．
卜
．
女 ・友 人 ・知人 ・縁 者 の 遊 楽 的 な 集 ま り

1 月 25 日　料理 屋 　稲 荷 神社 氏 f2 組 の 町内会相互 の 会食

　　　　　（大新）

二 汁 五 菜

　汁 （白み そ 鮒 ｝ 吸 物 〔鯛 の 子 ）

焼物 （ぼ ら） 塩 焼 き （鯛） 作 り身 〔鯛 　 に ぎ りす し （赤 貝 ・卵）

大平皿1 〔海老 ・い ちご上 ヶ な ど） 魚介類の 種類の 豊 富 さが 目立 つ

二 汁七 菜　精進 料理 　精進 料理 の 献 立 で味 覚 を満 足 させ る 1駄立 構成 にす る

の は難 しい ．しか し吸 物 には松 茸 や 油 を 使 っ た もの な ど組 み 込 まれ て い る 。
共 食な し　牡丹餅 は 親戚 ・縁者 に 配 る

本家 ぶ りご 　 義弟．別家 4 軒 に 鱧 な ど

一
汁
一

菜

　 汁 〔白み そ
・大根） 平 皿 〔は も・ね ぎ）

酒 ・二 汁五 菜　み か ん を 含む

吸物 〔鯛）　小吸物 （鴨）　作 り身 （鯛）　大平皿 （鱧わ た｝肴 2種 （鱧
・
鯛 ）

精進料 理 　飯
・
二 菜

・
酒 宴

・
四 菜

高 野豆 腐
・
飛龍 頭

・
ゆ ば な ど

二 汁五 菜

　 吸物 （白み そ ・鯛 い も巻 き） 肴 〔は も） 茶碗 蒸 （は も
・
あ わ び

・
えそ ）

　大 平皿 （鯛 あ ら）　飯 　汁 （す まし
・椎 茸）　猪 口 （か ぶ ら

・くき）
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京都商家 の くら し と食
一

年中行事 を例 に
一

表 9．　 報恩講 料理 献立 　　8 月 17H

献立名 料琿名 ・材料

猪 口

汁

’tf’
皿L

菓 子椀

台引

重 引

した し

吸 物

取 肴

引 菓子
言1　／’1

青 み そ 　ゆ りね 　 さつ ま芋

白み そ　 め い も

角飛 龍 ス
註 ］31

せ ん まい

玉 子 ゆ ば 　長 い も　キt［茸

牛 蒡 太 煮

水な

松 茸

栗 衣 か け 　油 L げ 　高茸 　 に しめ

柿ニ ツ

　  報 恩 講 ・十 夜 講

　報恩講 と称 し，家の 行事 と して の 例 が 2例 み られ た。明

神講 は 動物性食品が使 わ れて い る の に 対 し，報恩講
・
十夜

講 は植物性食品 で 成 り立たせ て い る精進料理 で あ る。報恩

講 に注 ぐ信仰心 の 厚 さ は，献立構成 と料理 内容 か ら察す る

こ とが で きる 。義弟宅 で の 報恩 講 を取 り上 げ 表 9 に 示す。

　報恩講 は，精進 料理 で 二 汁七 菜 に 引 菓子 と して 柿 2 つ で

あ る 。 こ の 振舞 は 招 ね か な か っ た 妻 と娘 に 送 り御膳 と し て

も1畄けて い る。こ の 日 に清兵衛 は 松茸が 豊作 で あ る こ と を

記 して い る。報恩 講 の 他 の 例 は，9 月 1 日 に 清兵 衛 は 町 内

の 者 に招待 さ れ た が 断 っ て い る 。 しか し，送 り御膳 と して

精進料理 の
一

汁 三 菜 と御所柿 が 届け られ た．清兵衛 自身は

招待 を選 択 し，欠席 の 節 は 物 を贈 っ て，礼 を 失す る こ と が

な い よ うに して い る。

2）　相互 交流，娯楽的要素 を含 む 年中行事

　
．
  亥の 子 ・十 日夜

　親戚
・
縁者 に 牡丹餅 を作 り配 っ て い る 。 また 別家仲問か

らも牡丹餅が届 き，互 酬 が 行われ て い る。返礼 の 例 に は 白

砂糖 3 か た ま り，葛菓 了
一
が み ら れ た。こ の 行事 は すで に 京

都 都 市 部で は 共 食 は行 な わ れ な くな っ て い て ．物 の 贈 答互

酬 に 変容 して い る と み て よ い で あろ う。

　   蛭了講

　清兵衛 日記 で は 本来 の 蛭 丁講 の 意味 よ りは．む しろ奉公

人 や 出 入 りの 者の 慰 労 の 宴と な っ て い る。これ は 交際の 機

会 と して の 意味が 強 い 。

一
般 に さまざまな年中行事 は ，村

で は 行事が 自然 と の 対応 で あ る の に対 し，人 を相手 に 生計

をた て る 町 の 人達 は 人 間 との 対応 とい え る。清兵衛 は 菊見

会 を 断 っ て き た 人 を蛭 了
．
講代 わ りに招 い た と記 して い る。

蛭 子講 な どは 簡素化 を計 っ て い る が，こ の 日菊見会 を催 し

て お り，あらた な年中行事が生 まれ て い る ともい える 。 菊

見 は恒例 に な っ て きて お り，二 汁五 菜 の 豊富 な 魚介類を組、

み 入 れ た もて な し献 立 で あ っ た。ま た．蛭 子 講替 りと して ，

魚 （鱧 ） な どを 配 っ て 済 ます例 が 多 くみ られ た 。 清兵衛 の

み ならず、選択 しなが ら催 しに 応 じて い る こ とが うか が え

る。

　  二 十 三 夜待

　年 中行事 の 中 に は ，本来 の 儀礼的 な 催 しの 意味 は 薄 れ，

共 同 飲食 か ，饗宴 が 主 な 目的 に な っ て い る もの が多 い
。

二 十 三 夜待ち の 献 立 は，ご 飯 と二 菜 で ある。客 は下 女，友

人 ・
知 人 ・

縁者男女 の 集ま りで あ る。

　後 は酒 席 とな り，肴 は 四 菜 と な っ て い る。神事，仏 事 で

は 濃美平野 の 行事 の 献立 で も腥 さ物 と精進物 とが 区別 さ れ

て い る。「庄屋 日記 に み る 江 戸 の 世相 と暮 ら し 」 に は 講 が

同家 で 催 さ れ た 場合 が 23回 あ る が，い ず れ も仏 教 関 係 の

行事 で は一
切魚介類 は 用い られ て い な い 。ま た 貴重 な 植物

性蛋白質源 と して ，豆腐．麩，湯葉 は 当時 の 食事 に は 欠か

せ な い 食材 で あ る
1−b）

と記 して い る。

　 幕 末 京 都 の 状 況 を 「主 人 は 町 内寄 合 に 参 加 す る が，婦 子

女 に 至 る と外 出 も まれ で あ る 」
12−tb．1，

と あ る が ，清兵衛 日記

に おけ る 京都都市部 の 町家 に お い て は，隣近所 の 交際 は 決

して 浅 くは な い 。しか し な が ら贈答慣行 の 簡素化 が 親 しい

間 で み ら れ，変容す る 過程 と考え られ る。

　  稲荷

　 地 域 共 同体 の 氏神 を 祀 る 神社 は 氏子集団が 結成す る 講

で ，自治体 の 組織 そ の もの で もあ り，川浚 い な ど行政機 能

の
一

部分 を町 人が 担 っ て い る
i勘

。共 同飲食を行うとい う，

慰安の 親睦 こ そ が 主義主張 を越 えて，講 的結集 を持続 させ

る要 因 と い うべ きなの で あろ う
ll−C／

。 清兵衛 の 町組 に は 稲

荷箱渡 し （当番替え）が 1 月 25 日 に 料理屋 で 行なわ れ た 。

　 出 席 は 13名 で 代 金 は 「四貫 文 が え誂也」 と あ る c 「此 頃

肴類 大 不 年 に て 高 直 に御 座 候 」 と ，肴類 の 物価 高 も記 して

い る 。 料理 の 中の 吸物 は い も巻 き
言1 国

と な っ て い る 。
こ の

会 は 氏子同志 の 共食
・
饗宴で あ り，料理 は 二 汁五 菜 の 献立

で あ っ た 。 コ ミ ュ ニ ュ ケ
ー

シ ョ ン をと る 親睦 の 会 と なっ た

と思 われ る。

　  稲荷参詣

　清兵衛 冂記 に は，神社 仏 閣の 参詣が 数多 く記 され，友 人

知 人 寄 り集 ま っ て 出か け る さ ま は，ひ とつ の 遊興 で あ っ た。

参詣 は お 弁当持参 また は，料 理 屋 で 食事 を した り，信仰 に

名を借 りた娯楽，遊楽性の濃い もの で あ っ た よ うにうか が

え る。

3．　 食品頻出度 に つ い て

　 清兵衛 は 京都 の 都会 に 生活す る 豪商で は な い が ，ゆ と り

の ある 町 人 の 階層で あ る。日記 に 記 され て い る食品 頻 出 度

を 日常食 も含 め て
一

年 間の 主 な食 品 に つ い て 表 10 に ま と

め た 。

一
年間 で の 食事記録 は全体 で 380回あ り，そ の うち

40％ は行事食 で，残 りの 60％ が 日常食 で あ る 。

　 頻 出度 の 高 い 食品 は 鯛 で 160回，次 に 鱧 が 144回，鮒

33 回．鯖，鰤 が 各 31図 あ っ た。次 に 鰆，鰻 鮎 ，も ろ こ，

鯉 と な っ て い る 。 鯛 は 姿 が 美 し く，自身で あ る が ゆ え に 鮮

度が 落 ち に く く，重宝 され た 魚で あ っ た と思 わ れ る。鱧 は

京都 で は好ま れ た 食材で ，こ の 日記 で も冬季に は少 な い も

の の 年間 を通 して 使 わ れ て い る 。 鯖 は 日本海側 か ら，塩 を
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衷 IO． 1 年間の 魚介類 頻出数 〔行事食 口常 食すべ て 含む）

月 　 タ イ　 ハ モ 　 フ ナ 　 サ バ 　 ブ リ　 サ ワ ラ 　 ウ ナ ギ 　 ア ユ 　 モ ロ コ 　 コ イ　 グジ 　 タラ 　 ボ ラ

1234567891011120347223198921

　

　
32

　

　

11111

7001920923Q1　

　

　

　

1212221

70257111042300120005

／

／

01

　

　

　

　

　

　

11

43　

　

1

1

000011263

205560002220O10002132480O
工

6123222100

124501022101020

／

00152330

2020200015133002000231320224100

／

0023

合 言十　　　160　　　　144　　　　　3331312421201917161615

そ の 他

イ ナ 13　 ナマ ガ イ 12　 カ キ ll
カ レ イ 　 コ ケ 　サ ゴ シ 　 シ イ ラ

マ ス 　 モ ウ オ

ホ ウボ ウ IO　 ク ジ ラ 6　 以 下 1回 　 ア ン コ ウ　 イ ワ シ 　 エ イエ ソ 　 カマ ス 　 カマ ツ カ

シ ラ ウ オ 　ス ズキ 　 タ チ ウ オ 　チ リメ ン サ コ 　ハ ス 　 ニ シ ン 　ハ ゼ 　ヒ カ イ　 ヒ ラ メ

野菜

大根 65　 ウ リ類 侶 　 ゆ りね
・
嫁 菜 各 30

し て 運 ば れ る 塩 鯖 は 特 に 秋 に 利用 され て い る 。 淡水魚 は 鮒，

鯉．鮎，鰻，もろ こ な ど上 位 を 占め て い る。当時 は 地 域 の

河 川，湖 な ど の 産物が 利用 され て い た。ま た 魚種の 多彩 さ

は 魚介類 の 鮮度保有が 可能 で あ っ た こ と を示 して い る 。 こ

の 状況 は 水運 の 発達 と円滑な輸送が可能 に な っ て い た こ と

で もあ る。野菜類 で は 大根 が 65回 と最 も多 い 。こ れ は 大

根 の 品種 が 多 く，四 季 を通 じて 使 い や す い 野 菜 で あ っ た。

ま と め

1） 年中行事 の 中で ，最大 の もの は 正月 で，日常 の 交際関

　係者 との対応 で費や さ れ て い る。共同飲 食の 行為が 伴 う

　事が多 く，料理献 立 は一
汁三 菜

〜一
汁五 菜が 多い 。 使 わ

　 れ て い る 食品は 鯛，淡水魚 を含 め た 魚介類，野菜類 で は

　大根が 最 も多い 。他 に掘 川牛蒡 な ど京都近郊 の 産物 もみ

　 られ る。

2） 商品棚卸 しや 帳簿 しめ は 商家 と して 年 二 度 本家
・
別

　家協力 して 行なわ れ，作業後 に
一

汁 三 菜〜一
汁五 菜 の 振

　舞 が な さ れ る D

3） 節分 の 汁 は 鶴 の 使用 が み られ た．

4＞ 寺
・
神社 に 関す る 年中行事 は 軽重 の 差異が み られ る 。

　重 きを置 くもの に 報恩講 ・十夜講 ・明神講が あ る。報恩

　講
・十夜講 は 精進 料理 ．明神講 は魚介類が使わ れ，献立

　構成 は い ずれ の 場合 も二 汁 五 菜
〜

二 汁 七 菜 で あ る 。

5） 催 しが 共 同 飲食 の 親睦
・
遊楽 の 目 的 に なっ た と思 わ れ

　る もの に は，二 十 三 夜待 ，稲 荷 参詣が あ る。蛭子 講 は 共

　同飲食 をせ ず に食品な ど を贈答 して 済 ます例 が 多い 。省

　略化 ・簡略化 の 例 もみ られ，取捨選択 して 行動 し て い る 。

6） 本来 な か っ た 菊見の 会 が さ か ん に 催 さ れ て，新 た な 年

　中 行事化 して い る．

7）　京都 地 方特有 の 行事に，天 子甲赦
・火 焚 が あ るが 共同

　飲食 の 記述 は み られ ない 。 また 新嘗祭
・
庚 申に つ い て も

　仔細 の 記述はない 。

　最 後 に本 研 究 の 資料 と した 清 兵 衛 日記 は港 区 古 文 書研究

会 畠 山 雄 三 所 氏 所蔵 の も の ，解読 に あた り ま して は 同会大

迫徹郎氏 に多大な ご助力をい ただきま し た 。 両氏 に衷心 よ

りお 礼 申 し上げます。な お 本研究 は，女子栄養大学栄養科

学研究所 の 奨励研究助成 を受けて お り ます こ と を報告い た

します 。

註

1） 酒 の 肴 と して の 食べ もの で 組 肴 と同様 2・− 3 種 類 を組 み 合

　 わ せ る。吉 文 字屋 市 左衛 門 （1808），当 世 料理 筌，「翻 刻 江

　 戸 時代料理 本集成 8」，臨 川書店，京都．p、201 に よ る。
2） 組 引重，組重 は 重箱の

一
種。五 段重 ね もあり数種 の 料理

　 は煮 しめ もの や 取肴，組 肴 と して 焼 物 が 使 わ れ る．、杉 野．駁
　 華 （1803），新撰 包

．
］
P
梯，「翻 刻 江 戸 時代 料理 本集成 8⊥　臨

　 川書 店，京 都，pユ 1 に よる。
3） 牡丹 餅 の 小 豆 あ ん は 黒 砂 糖 が 主 で 白砂 糖 を少 し加 え た も

　 の と他 に きな こ を用意 した 。
4）　 八 幡 は 近江 八 幡 こ ん に ゃ くで レ ン ガ 色 の こ ん に ゃ く。
5） 「茶 わ ん む し　い ろ い ろ 具 を もり よ せ 　と うふ をす くひ

　 う へ に か け 　 よ くむ して 　 くず た ま りか け 　 わ さ び 」 に、
　 筆者

・
刊年不記．当流料理 献立 抄，「翻刻 江 戸 時 代料 理 本 集

　 成 6」，臨川 書 店，京 都，p．33 に 記 さ れ て い る。他 に 同 様の

　 例 は，浅 野 高 造，（1803），「翻 刻 江 戸 料 理 本 集 成 7」，臨 川

　 書 店，京都，p．ll8，　 p．121，　 p．156 に もあ る。
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京都商家 の くら し と食
一

年 中行事を 例 に
一

6） 「胡 麻 しや うゆ した しもの 上 品 な り」 と 葉 に ん じ ん が し た

　 し に 使わ れ て い る。千馬源吾 （1849）．年 中番 菜録 「翻 刻

　 江 戸 時代 料 理 本 集成 10」，臨 川 書 店，京 都．p．256 に 記 さ れ

　 て い る。「年 中番菜 録』 は幕 末，京 都 で 著 わ され た料 理書 で ，
　 同書 の 「に ん じ ん 」に は した しは 記 さ れ て い ない 。
7） 「是 内計 り」 と 記 して い るの は，家内だ けで 行な い 別 家に

　 は 声 をか けな か っ た こ と を意味 す る 。
8） 商 家で は 煤払い と 称す 年中 行事 の

一
つ とい っ て よ い 。本

　 家 や 親戚 へ 手伝 い に行 き，また食 事 も用 意 され る。
9） 明 神講 は，自宅 で 年 1 回 催す こ とが 恒 例 の 行 事 で あ る。
10） 仏 教 信仰 の 重 きが お か れ て い た 。 下 中邦 彦 〔1976），暦 と

　 祭 事，「日 本 民 俗 文 化 大 系 9⊥ 平 凡社．東 京，pp ．267
−268

　 に よ る 。

11）　宗 派 の 相 異 に よ り浄 土 真 宗 は 報 恩 講，浄 土 宗 は お 十 夜 と

　 呼ぶ 。
12）　民 俗 習 俗 に は 10 月 の 亥 の H ，IO 月 10 日 は 「亥 の 子 」 あ

　 る い は 「十 日夜」 と 祢 し，い ず れ も稲 を刈 り一ヒげ た 時 の 行

　 事 で，そ の 民 俗 習俗 は元 来収穫 行事 で あ る。
13＞　 蛭 子講は 商売繁昌を願 っ て 神棚 を祭 り，親戚

・
同業者 を

　 招 い て 盛 宴 を は っ た もの で あ る。
14）　 ヒ リ ュ ウ ズ の 材 料 を うす い 杉 箱 に 入 れ て 蒸 して 固 め て お

　 き．適 度 の 大 きさ に 切 っ て 油 で 揚 げ た も の ， 醒 狂 道 人 何 必

　 醇 （1782）．豆 腐 百 珍 「翻 刻 江 戸 時代 料 理 本 集 成 5」，臨川

　 書店、京都．p．16 に よ る 。

15） 持 ち帰 り用 と して 配 られ る お菓 子。
16）　い ち ご 上 げは くわ い や や ま い も をす りお ろ し，い ち ご ほ

　 ど に ま る め て さ っ と油 で 揚 げ た もの 。LLi音亭 （1819），精進

　 献 立 集 「翻 刻 江 戸 時 代 料 理 本 集 成 9⊥ 臨 川 書 店，京 都，
　 p．187，p215 に よ る 。他 の 例 に 池 田 東籬 亭輯並 書，菱 川 清

　 春 画 ； 早 見 献 立 帳，（1834），「翻 刻 江 戸 料 理 本 本 集 成 9」，
　 臨 川書 店，京都，p．285 が あ る。
17） 稲荷は も とは 稲作 との 結 び つ きで あっ た が ，後世 は 商 売

　 繁 盛 の 守 り神 と も され た。清 兵 衛 日記 に み られ る 稲 荷神 社

　 との 関 わ りは 地 域 共 同体 の 象徴 の よ うな存 在 とい え る．：桜

　 井 徳 太郎 〔1980），信仰 伝承，「日本民 俗 学 講座 3」朝倉書店，
　 東 京，pp ．86−96に よ る。
18）　い も巻 きは ，江 戸 時 代の 料理 の 本 に 数種 類 の 作 り方 が 記

　 され て い る 。 吸 物，煮 物 の 使 い 方 に よ る 相 異 もあ る 。 こ こ

　 で は吸 物 なの で 「すい 物　す ま しい もま き」 と して，山 い

　 もをす りお ろ して ，箸 に ま きて 取 り，椀 に 入 る．と解する。
　 山音 亭 （1819），精 進 献 立集，「翻 刻 江 戸 時代 料 理本 集 成 9⊥
　 臨川 書店，京都．p．77 に よ る．
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和文抄録

　本報告 は 幕末 の 京都 に 住 む 商 人 の 日記 をもと に，暮 ら し と食を年 中行事 に 絞 り，そ の
一

端 を明 らか に しよ う と した もの

で あ る。

　 そ の 結果 は，年 中行事 の 中，最 も大 きな 行事 は 止 月で あ っ た。彼 は 日常 に 交際あ る 人 々 を大事 に 考 え，飲食 を共 に し て

い る 。 料理 は豊富 に 魚介類 が 使 わ れ，野菜類 は京都近郊の 物が多い
．

　 また，信仰 に もとつ く行事 で は，寺 と神社 で 料理喰 品の 使 い 方が区別されて い た 。 行事 の 扱 い 方 に は 差違が み られる 。

敬重 に 行 な われ る もの ，簡略化あ る い は遊 興 的 に 変化 したもの が あ っ た。
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